
蒲原小中一貫校校舎建設基本設計プラン（A、B、C-1、C-2）に関する意見募集結果

◎意見募集の内容

1 特に気にしない。
正門から見やすい位置にあっ
た方が良い。

正門から見やすい位置にあっ
た方が良い。

地域交流室と連携できる位置に
あった方が良い。

学校の形はシンプルで良いと思う（掃除がしやすい、見通しが良いなど）
富士山を望むウッドデッキを作るために教室の形が変形になるとか本末転倒だと思う
先生たちの視点からも子どもたちの視点からも意見を聞いて使いやすく学びやすい安心・安全な学校になったらいいと思う
大志の道を生かすなら、道としてではなく、公園的なフリースペースとして季節を感じられる場所として活用した方が良いと思う（外の地域交
流場にも出来る様にベンチなども有ると良い）
中学校の専用職員室（第2職員室）があった方が良いと思う

引き続き、基本設計を進める中で、学校運営の視点や必要経費等を踏ま
え、頂いたご意見を参考にして、新しい学校にふさわしい施設整備を検
討していきます。

2 特に気にしない。
正門から見やすい位置にあっ
た方が良い。

その他
地域の方の声が騒がしくなる
こともあるので、授業で使う
部屋や保健室からは離したほ
うがいいと思う。

その他
現在は3階にあるため、下の階
の生徒には行きづらい場所と
なっているらしい。どの教室か
らも行きやすい場所が良いと思
う。

引き続き、基本設計を進める中で、学校運営の視点や必要経費等を踏ま
え、頂いたご意見を参考にして、新しい学校にふさわしい施設整備を検
討していきます。

3
現在の大志の道を、できる
だけ残した方が良い。

大志の道と繋がっている方が
良い。

正門から見やすい位置にあっ
た方が良い。

地域交流室と連携できる位置に
あった方が良い。

頂いたご意見を参考とさせていただきます。

4 特に気にしない。

その他
昇降口は小学生が毎日休み時
間に運動場に出やすい方が利
用しやすいと思います。

その他
誰かに案内されて行くと思う
ので、地域交流室の場所はそ
れほど気にしなくても良いか
と思います。

その他
中学生の利用しやすさも考える
と二階に設置か、それか、図書
室は小学生の階で図書+自習室
を中学生の階に設けても良いの
では？と思いました。

時々(地域交流など)使うための部屋は端でも良いので、毎日子供や先生が行き来しやすい配置がいいと思います。
特別支援クラスは、職員室とも、外のクラスとも距離が近い方が良いと思います。
各立場の先生方一人一人からの意見を参考にされたら良いと思います。

引き続き、基本設計を進める中で、学校運営の視点や必要経費等を踏ま
え、頂いたご意見を参考にして、新しい学校にふさわしい施設整備を検
討していきます。

5 特に気にしない。
正門から見やすい位置にあっ
た方が良い。

正門から見やすい位置にあっ
た方が良い。

特に気にしない。 個人的にはＢ案がいいと思いました。

統合準備委員会及び蒲原地区の皆さまから募集したご意見を踏まえ、建
築及び学校運営の視点を含めて総合的に検討した結果、【C-2案】
を、新校舎のベースプランとし、設計を進めていくことに決定いたしま
した。ご意見ありがとうございます。

6
現在の大志の道を、できる
だけ残した方が良い。

大志の道と繋がっている方が
良い。

グラウンドが見渡せる位置に
あった方が良い。

特に気にしない。

生徒のすごしやすさはもちろんですが、親としては東日本大震災での大川小学校のような悲劇があってはいけないと思いますので、災害時での
避難ルートや不審者が侵入したような状況での防犯対策などを事前に設計に盛り込むことも必要かと考えます。
また、幼稚園児を持つ親としては何年度を目処に統合教育をスタートするのか気になります。
新校舎建設後にスタートなのか、現在の校舎でスタートした上で新校舎を建設するのか、建設予定も含め大まかなスケジュールの提示をお願い
したいと思っています。

地域防災・避難及び防犯の観点については、基本設計を進める中で、学
校運営の視点を踏まえ、頂いたご意見を参考にして、新しい学校にふさ
わしい施設整備を検討していきます。
なお、小中一貫教育については、令和４年度から市内各学校でスタート
しています。

7
現在の大志の道を、できる
だけ残した方が良い。

大志の道と繋がっている方が
良い。

正門から見やすい位置にあっ
た方が良い。

地域交流室と連携できる位置に
あった方が良い。

頂いたご意見を参考とさせていただきます。

8
現在の大志の道を、できる
だけ残した方が良い。

大志の道と繋がっている方が
良い。

グラウンドが見渡せる位置に
あった方が良い。

地域交流室と連携できる位置に
あった方が良い。

頂いたご意見を参考とさせていただきます。

9 特に気にしない。
正門から見やすい位置にあっ
た方が良い。

正門から見やすい位置にあっ
た方が良い。

地域交流室と連携できる位置に
あった方が良い。

屋上は垂直避難にも使われるので1-3Fからの動線を考えて、行きやすくしてほしい。
なるべく小学部と中学部はフロアーを分けて欲しい。
更衣室と学年倉庫が同じになってるが、数学年ごとの荷物を置いて、さらに充分な着替えのスペースが取れるか不安。1学年に1部屋空き教室が
支給されるわけではないので（ヒートアップした子どもをクールダウンさせるのに使いやすいのですが…）、1クラスの教室に物を沢山置ける
ようにするか、多目的室や学年倉庫を広くすべき。
今までの教室（多くの学校）は、教室と廊下だけで構成され、廊下を挟んで教室が2つ配置されていることはなかなかない。教室で勉強をして
いて、反対側の教室が気になって集中できなくなってしまったり、掲示物を貼るスペースがなくなったりしないか。
昇降口の近くに特別支援学級があるのはよいと思った。教室までの足が遠く感じる前に着けたり、帰る時に他のクラスの目に触れにくい。た
だ、特別支援学級に通っていることを人に見られたくないと思う児童には苦痛かもしれない。特別支援教室に通っていることはマイナスで恥ず
かしいことではないという意識を学校全体で共有しなければならない。

引き続き、基本設計を進める中で、学校運営の視点や必要経費等を踏ま
え、頂いたご意見を参考にして、インクルーシブに配慮した施設整備を
検討していきます。

自由記載 回答１. 大志の道について ２. 昇降口、玄関について ３. 地域交流室について

【質問1】 大志の道について、どう思いますか。　　　　　　　【質問2】 昇降口・来客用玄関の位置について、どう思いますか。　　【質問3】地域交流室の位置について、どう思いますか。　　　　　　　【質問4】学校図書館（自習室を含む）の位置について、どう思いますか.　 　【その他】自由記載
　　①　現在の大志の道を、できるだけ残した方がよい。　　　　　①　大志の道からのつながりとした方がよい。　　　　　　　　　　　①　地域交流室は、正門から見やすい位置にあった方がよい。　　　　　①　図書館は、地域交流室と連携できる位置にあった方がよい。
　　②　場所は変わっても、大志の道をつくった方がよい。　　　　②　正門から見やすい位置にあった方がよい。　　　　　　　　　　　②　地域交流室は、グラウンドが見渡せる位置にあった方がよい。　　　②　図書館は、校舎の中心にあった方がよい。
　　③　特に気にしない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③　特に気にしない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③　特に気にしない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③　特に気にしない。
　　④　その他［　　　　　　　　］　　　　　　　　　　　　　　④　その他［　　　　　　　　　　　　］　　　　　　　　　　　　　④　その他［　　　　　　　　　　　］　　　　　　　　　　　　　　　④　その他［　　　　　　　　　　　］

４. 図書館について

現在の大志の道を、できる
だけ残した方が良い。

10

その他
地域交流室に縁側的、オープ
ンカフェ的スペースが出来
て、常に地域のサポーターが
入ればそこが縁側的接点とな
るので良いかと思います。

正門から見やすい位置にあっ
た方が良い。

地域交流室と連携できる位置に
あった方が良い。

選択案のうちどれが一番好ましいかを検討するに、これまで地元からの意見としては地域に開かれた学校という点が重要かと思います。教師の
負担増の軽減には教師が今担っている部分の地域でできる部分は地域で担っていくことへのシフトがこれから大事かと思います。その観点から
見た時に有利な案は以下の案と考えられます。
C-1案
１）図書室の活用は教師だけでは限界があり、地域の方には必ず本好きもいますし、ひょっとして司書の資格の方もいるかもしれません。そう
でなくても読み聞かせボランティアの方もいます。蒲原の図書館も離れているために、この図書室を分館的に充実していくことが得策かと思い
ます。特に東西に長い蒲原の特徴から東側の子どもたちに図書館分館的な位置付けに拡充して、学校が閉まっている時にも利用できるよう、1
階のオープンステージ、2階の図書オープンスペースが一体的に地域交流とともに、学校教育ゾーンと管理上切り離せるようになっているとい
いかと思います。
２）地域交流室が南西角で出⼊り口の表にあり、そこに常に地域の学校畝医サポーターズ（コミュニティスクールの運営組織のような）がいる
ことになれば、地域に開いた学校で、常に地域の人の目が届き、防犯的に効果をなす。開くこととセキュリティは人がいることにつきる。
３）その地域交流室の南側に縁側的なデッキなりが設けられ、内側の部屋の延長として一体的に内外が使えるようになれば、さらに用途は増
す。そして２階の部分との外とのつながりも増す。デッキの端にカフェ用のボックスを置き、オープンカフェを地域の人が担うことができれ
ば、それがより常に人がいる場所ともなる。また北側の正面玄関と違い、地域の知った顔での⼊りやすさにもつながる。
４）上の階の家庭科室や図工室などを活用した放課後子どもクラブなどを地域の人が担う時に上の階とあわせて、西側にコミュニティスクール
的な展開が可能。（例、習志野市秋津コミュニティでは約30ものサークル・クラブに子ども、大人が⼊る）。
５）特別支援も子どもたちと地域の人との交流で教師だけではできない、社会関係資本的な子育てへの支援が可能、
６）屋上の活用、屋上緑化をしてその管理運営も地域と一緒にクラブ・サークル的に行うことができる。屋上緑化によるCO2削減効果などを肌
で学ぶことも可能であり、また平地には難しい、ミツバチプロジェクトなども周辺環境とのつながりを学ぶにいいプロジェクトになる。
７）大志の道の既存の植栽が生かされ、アプローチに緑に触れられるのは環境学習的にも重要。
８）C－2案の1階、地域交流横のオープンステージとなっている部分が図書と一体的になっていればもう少し融合して地域の方々のサポートも
受けられるのではないかなと思いました。また、特別教室ゾーンも地域開放を視野に⼊れて、緩やかに管理区画が取れるつくりになっていれ
ば、休みの日に地域交流スペース側からアクセスし、教室ゾーンとは管理上区画して使えるようになっているなどの可能性もあるのではないか
と思いました。それは、C-1,2 どちらも、地域開放する可能性がある特別教室をまとめられるので可能性がありそうに思います。
管理区画の扉は、普段は壁にフラットにしまっておいて、地域開放する時には閉じるポリカ扉にすることで、暗くならず、向こうの雰囲気もわ
かるようにります。普段は凹ませた壁面にフラットに収まります。
９）B案に見るような凹凸の分節化は好ましくC-1案に取りれられないか。また、もう少し教室と教室の間にテラスを挟むなど、単純な四角い
箱に外部空間を⼊れ込み表情をつくれないのかな、と思います。特に、B,C案は長さ的には少し余裕があるようなので半スパンのテラスを各学
年ごとに挟んでも成⽴させられそうに見えますね。

統合準備委員会及び蒲原地区の皆さまから募集したご意見を踏まえ、建
築及び学校運営の視点を含めて総合的に検討した結果、【C-2案】
を、新校舎のベースプランとし、設計を進めていくことに決定いたしま
した。ご意見ありがとうございます。
また、地域に開かれた学校を意識しながら、地域交流スペースと教育
ゾーンを区画して管理できるようにするなど、頂いた御意見を参考に、
地域や学校と協力して基本設計を進めていきます。
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場所は変わっても、大志の
道はつくった方が良い。

特に気にしない。
グラウンドが見渡せる位置に
あった方が良い。

校舎の中心にあった方が良い。

どういう構造・設備配置がなされても、子供達の世代間交流が頻繁になされるものとなっていることが理想型だと思う。
経験から言えることだが、中学最上学年はどうしても先輩風を吹かせ下級生に威圧的言動を人目をはばからず発することが多々あった。また、
いじめは同学年の中で力の優劣を起源として始まり、根深く閉ざされた環境の中で増幅されていくことが典型的とも言える。世代間交流の幅が
狭いと、上下間の威圧萎縮が生じ易く、いじめの発生も促し易い。せっかく小中一貫校を新設するのならば、小学生の教室と中学生の教室を出
来るだけ混同させて、世代間交流が日常風景となるものがこれからの理想教育に繋がるのではないかと思う。また、トイレや更衣室などの極小
閉鎖空間は目立たない事を悪用して悪事の温床になり易いので、広く明るく、固定的使用にならないような、安らげる環境に仕上げる事を期待
したい最後に中学生には、多少のプライベートスペースを設けてあげて欲しい。交流盛んが望ましいものの、中学生ともなると自我の芽生えか
ら、独特の個性が形成されるようになると思うので、個々のこだわりも尊重出来るようにしてあげたい。個人用の下駄箱やロッカーはセキュリ
ティを個々でしっかりと管理出来るようにして、個性的に活用出来るようにしてあげて欲しい。いたずらで物品紛失などが頻繁するようになる
と、いじめに繋がり易くなるので、そういう面からも設備配置の工夫を願いたい。

引き続き、基本設計を進める中で、学校運営の視点や必要経費等を踏ま
え、頂いたご意見を参考にして、蒲原地区小中一貫教育における学校教
育目標を見据えた学校施設の整備を検討していきます。
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場所は変わっても、大志の
道はつくった方が良い。

正門から見やすい位置にあっ
た方が良い。

正門から見やすい位置にあっ
た方が良い。

地域交流室と連携できる位置に
あった方が良い。

小中一貫校舎建設プラン、どれもすばらしく今後の蒲原の礎になればと思います。
地域に開かれた学校として共生社会の中で、ぜひバリアフリー、ユニバーサルデザインを活用していただければと思います。誰でも地域で通え
る学校として、また地域住民が生涯学習のために、エレベーター設置により車イス利用の方も備え利用できる一貫校であることを望みます。

引き続き、基本設計を進める中で、学校運営の視点や必要経費等を踏ま
え、頂いたご意見を参考にして、インクルーシブに配慮した施設整備を
検討していきます。
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現在の大志の道を、できる
だけ残した方が良い。

大志の道と繋がっている方が
良い。

グラウンドが見渡せる位置に
あった方が良い。

校舎の中心にあった方が良い。
２階北側の東西デッキテラスから地上のテニスコート側面（東）および西側の芝生＋デッキテラスに外部階段を設置し、非常時避難階段として
欲しい。

地域防災・避難の観点については、基本設計を進める中で、学校運営の
視点や必要経費等を踏まえ、頂いたご意見を参考にして、新しい学校に
ふさわしい施設整備を検討していきます。

これまでも申し上げてきましたが、
１　進め方をもっと市民にオープンにして欲しいと感じております。
　令和4年度第1回統合準備委員会が6月8日に実施されたとのことですが、この会は傍聴できない閉じた会でしょうか？　第2回は7月末にあっ
たようですが、このアンケートとの関係はどうなっているのでしょうか？
第1回の内容は資料2では「新しい学校で目指す子ども像やどのような学校を望むか」や「地域へ行ってきた説明会など」について報告があった
とのこと。せめてどんな報告がなされたのかを公開しては如何でしょうか？

２　蒲原地区のまちづくりを静岡モデルとして！という大胆な発想を期待します
　中山間地の小中学校統廃合事案とは別レベルでの事業を進めているのだと思います。静岡市に新しい施設一体型小中学校が作られる！という
ことではないでしょうか？　安倍川中学校区でも地域から統合の要望が出ていると聞きました。
　蒲原地区を静岡市の東口の玄関としてとらえ、現在蒲原地区で進められている（られようとしている）事業とも連携して、まちづくりの視点
を大切にして欲しいと思います。統合準備委員会では意見が出されているのだろうと推測しますが、公開されませんので的外れなことを言って
いるのかもしれません。残念です。静岡市全体で考えていく事例として大きな扱いが必要ではないでしょうか？
　①静岡市の人口減少に歯止めをかける、子育て世代の流入移住も同時に考える
　②新富士駅まで車で15分の地の利をいかした首都圏との連携を構想に入れる
　③子育ては、妊娠前から始まり、小中学校は大きな課題ではあるが、幼児教育との連携は欠かせないこと。幼小連携は蒲原の強みとしてもっ
と前面に出していいのではないかと感じています。
　④蒲原地区の持っているポテンシャルを最大限引き出すような義務教育を創造するためにも、福祉や生涯学習、こども未来局や学校教育課な
どの各部署と連携して進めること

令和7年度の開校を想定して進められていると伺いました。一度建てられた校舎は、数十年間は手が入らないことが想定されます。7年度に開校
しなくてはならない事情があるかはわかりませんが、丁寧な検討と説明を繰り返して、多くの人に待ち望まれる小中学校をつくっていってくだ
さい。結果的に令和7年度がずれ込んでも仕方ないのではないかとも思います。

１.　今後、蒲原小中一貫事業に関する情報は。随時静岡市ホームペー
ジで公開するなど、情報発信を心掛けていきます。

２.　頂いたご意見は、今後の教育行政の参考とさせていただきます。
なお、「蒲原小中一貫校校舎建設基本計画」に記載のとおり、蒲原小中
一貫校は令和８年度開校を予定しています。
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その他
「大志の道」が優先順位が
高い事項だとは思いませ
ん。アンケートの第1問に
あることにも違和感さえ覚
えます。地元の方の意見分
かれていることなのでしょ
うか？「他の事項がクリア
してその上で設置できるな
らば」と考えては如何で
しょうか。

その他
利用者の利便性や安全などを
大切にしたいと思います。昇
降口は児童生徒約500人が非
常時でも安全に通過できるよ
うにしたいものです。複数個
所に分けての設置が適当かと
思います。また、来客者に
とって玄関が分かりにくい学
校が現在も市内で散見されま
すが、訪問しにくいだけでな
く安全上の課題も感じます。
来客の動線にも配慮がいくよ
うになればよいと考えます。

その他
地域交流室という今回の一つ
の目玉は、設置目的や機能面
を考えて、周辺にどんな教室
を配置するかが大切になるの
ではないかと考えます。正門
から近い方がいいだろうし、
グラウンドが見渡せれば富士
山も見えてさらにステキでよ
いと思います。使い勝手を考
えて、閉塞感の無いスペース
がオープンな活動を誘発する
ような施設であることを望み
ます。

地域交流室と連携できる位置に
あった方が良い。

１．大志の像、大志の道に関して
　学校設置の一番大切なことは、設置する学校の教育の理念（教育の目標）であります。蒲原中学校には、創立４０周年を期して当時の学校関
係者及び日本軽金属の多大な協力をいただいて「大志の像」「大志の道」が設置され、当校の教育理念とシンボルとして引き継がれてきていま
す。是非ともこれを現在地に引き続いて設置していただきたい。

２．基本設計における教室等の配置について
　校舎・教室等の配置については、B案の配置を基本として、C案を加味しながら配置の再検討案をお願いしたい。
（１）特に、玄関、事務室、校長室は学校の顔であり、正門から正面に当たる場所をに連続した位置に配置してほしい。
（２）B案の「地域交流室」の位置は勿体ない場所と思います。ほかの場所を検討し、会議室を兼ねて設置すると良い。地域交流室の大きさ、
生徒相談室、会議室の数など設置する室内配置については十分検討の余地があると思います。
（３）校長室と職員室は離れて設置してもよい。職員室の管理運営は教頭の職、校長の職は学校全体と対外的な職と考える。勿論、校長と教頭
の連携密なることを要します。
（４）小学部と中学部の関係で、教頭は２人制とするか１人制とするか、職員室の中の配置も混合とするのか小、中で分けるのかで職員室の数
や大きさが変わってくると思いますが、、、
（５）B案のテラスは無くても良いのではと思います。富士山の眺望はグランド出れば見られますから校舎内のからの眺望はあまり考慮しない
で、部屋の配置を考えた方がよいと思います。
（６）児童、生徒の動線がスムーズに行えるよう部屋の配置を検討していただきたい。

　以上、小生の高校、大学、専門学校等設置の経験から、思いつくままに書かせていただきました。ご検討いただけましたら幸いです。

１.　「大志の像」「大志の道」については、可能な範囲で残しなが
ら、樹木や植栽も有効活用していきたいと考えています。

２.　統合準備委員会及び蒲原地区の皆さまから募集したご意見を踏ま
え、建築及び学校運営の視点を含めて総合的に検討した結果、【C-2
案】を、新校舎のベースプランとし、設計を進めていくことに決定いた
しました。ご意見ありがとうございます。
　引き続き、基本設計を進める中で、学校運営の視点や必要経費等を踏
まえ、頂いたご意見を参考にして、各室の配置やつながり、動線などを
検討していきます。
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